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Active Learning to lead to "Deep Learning" in "Creative Design Project"  
and 
 Problem to Introduce "Design Thinking "  
Hikaru MIZUTANI 
Abstract: 
In this paper, we introduce active learning program in our department. It is not only “Active Learning” but 
also “ Active Learning to lead to Deep Learning". In addition, we discuss about  problem to introduce "Design 
Thinking " 
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13 チーム作業 全チーム完成 
14 チーム作業 プレゼン準備 
15 チーム作業 合同発表会 




数 内容   










5 個人作業 技術的なレクチャー①（制御 ）














11 個人作業 企画書プレゼン（コンペ） 
12 チーム作業 グループ企画① 
13 チーム作業 グループ企画② 
14 チーム作業 プレゼン準備（プレプレゼン） 













数 内容   




5 個人作業 モックアップ 
6 個人作業 モックアップ 
7 個人作業 モックアップ 
8 個人作業 機構の学習 
9 個人作業 機構の学習 
10 個人作業 機構の設計 
11 個人作業 機構の設計 
12 個人作業 プログラミングの実習 





15 個人作業 合同発表会（コンペ） 






2 チーム作業 機構設計のための学習１ 
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図 4 2013 年度後期に「創造デザイン研究」で製作したロボットたち 
創造デザイン実習における「深い学び」につながるアクティブラーニングと「デザイン思考」導入の課題（水谷） 











１．作品_辻盆を踊るのに必要な自由度，重    
量バランス設計となっているか？ 
（CAD設計の良否）     
２．作品_作品がCAD設計に従って作られて 
いる。（CADと実物の相違）      
３．作品_Arduinoのドーター基板の製作が 
良い        
４．作品_メカ製作がよく出来ている。（組 

































1 2 3 4 5
関連資料などを読み積極的に勉強し
た 1 2 10 4 0
与えられた関連資料で充分でない場
合に，自ら調べて学んだ 2 1 9 5 0
ロボットの機構が理解できた 0 2 7 6 2
機械設計が理解できた 1 3 7 5 1
マイコンおよび回路の理解が出来た 3 5 6 2 1
他のメンバとのコミュニケーション
を取って進めることが出来た 
0 1 2 9 4
チーム内での自分の役割を果たした 2 1 3 6 5
チームを積極的にリードして進めら
れた 
0 3 7 5 1
チームのスケジュール管理はうまく
出来た 
2 7 5 3 0
チームワークは満足のいくものであ
った 
0 0 7 7 3
自ら進んで製作した 1 2 4 4 6
丁寧に製作出来た 1 1 8 7 0
作品に自分のアイデアを盛り込んだ 1 4 2 5 5
創造デザインコンペで行った企画・デ
ザインの成果が作品に反映できた 
1 1 7 3 4
製作物は満足のいくものであった 1 3 6 4 3
プレゼンテーション資料は満足のい
くものであった 1 3 8 2 3
プレゼンテーションは満足のいくも
のであった 
3 2 7 3 2
授業は難しかった 1 0 6 3 7
授業は楽しかった 2 1 8 1 5
解説の時間がもっと必要だ 1 1 3 5 7
授業は今後の自分にとって役に立つ
と思う 
1 0 3 10 3
期待していた授業内容だった 1 2 6 7 1
総合的にみて、自分にとって意味のあ
る授業だった 
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